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D-ILAプロジェクターの高画質化の取組み 

（株）JVCケンウッド 高田 規 

 

 ㈱ＪＶＣケンウッドでは９８年よりオリジナル表示デバイスであるD-ILAを用いたプロジェクターを商品

化しているが、その開発において一貫してプロジェクターの高画質化に取り組んでおり、その結果様々な市

場より高評価を頂いている。 今回、その取り組みについてD-ILAプロジェクターの初号機より開発に携わ

ってきた技術者が、D-ILAプロジェクターの特徴である高コントラスト比改善の取り組みを中心に紹介する。 

 高コントラスト化は、素子、光学系、回路、機構設計、物造りにいたるまでプロジェクターに関わる全て

の技術の合算としてもたらされる。そのポイントとなるエッセンスについて失敗談を交えて紹介する。 あ

わせて、（株）JVCケンウッドのプロジェクター事業と今後の取り組みについても紹介する。 

ネイティブコントラスト推移
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プレアデスシステムのあゆみと最新事例の紹介 

科学技術館 永尾大作 

 

プレアデスシステムのこれまでの導入実績を紹介

するとともに、現在施工を進めている完全デジタル式

のプラネタリウムシステム２例の詳細をご紹介致し

ます。 

１例目は石川県小松市に建設中の｢3D シアターホー

ル｣で日本海側では初の常設立体ドームシアターにな

ります。通常のプラネタリウム解説や全天周映像はも

ちろんのこと、４Ｋプロジェクター４台を用いて、全

天に広がる迫力の立体映像をご覧頂く予定です。 

２例目は三重県津市に建設中の｢(仮)デジタルドー

ムシアター｣で、国内でも珍しい民間施設のプラネタリ

ウムで、ホワイエ、内装、座席等こだわり抜いた施設

に、１４ｍドームで４Ｋプロジェクター５台投影と言

う、世界でも類を見ない超高精細映像で、光学式投影

機に勝るとも劣らないプラネタリウムになる予定です。 

ワイヤーグリッドエンジン
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難聴者の聞こえをサポートする磁気ループシステム 

株式会社シグマ映像 大塚 健 

 

現在、難聴者は軽度の方も含めると全国で 600万人いると言われています。高齢化社会が進むにつれ、ま

すます増加が予想される中で難聴者へのケアはきわめて重要な課題となってきました。 

補聴器を装用することで解決するのでは？と思われがちですが、プラネタリウム館やホールのような広い

場所ではスピーカーからの音は聞き取りづらく、目的の音を聞き分けることは非常に困難です。 

スピーカーからの音は空間を伝わって補聴器に届くため、直接音だけでなく壁や床、天井からの反射音も

一緒に届きます。また雑音や不要な音もあるため、余計に聞き取りづらくなります。 

難聴者用磁気ループシステムはこういった状況を解決するための機器です。 

 

磁気ループシステムは音声信号を磁気ループアンプを通してループアンテナ（多芯ケーブル）に電気信号

として送ります。ループアンテナ内で誘導磁界が発生し音声磁場が出来ることにより、磁気コイル付補聴器、 

人工内耳（Ｔマーク対応）、専用受信機で鮮明に音声信号を聞くことが可能です。磁気ループを使用すれば

音が直接補聴器に届くので反射音や雑音が入ることはなく、目的の音だけを正確に聞き取ることが出来ます。 

 

欧米では磁気ループシステムなどの集団補聴システムはすでに常識化されていますが、日本の場合はまだ設

備されているところが限られているのが現状です。集団補聴システムの広がりが、高齢者や難聴者のバリア

フリーとなり、積極的に社会参加できる笑顔の未来社会につながります。 
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アストロアーツ／プラネタリウム事業の取り組み 

株式会社アストロアーツ 上山 治貴 

 

当社は、星空や自然に親しみ、楽しむための各種コンテンツ 

や、最先端の天文学研究のためのツールなど、コンシューマ 

向けから業務向けまで、様々な天文コンテンツ・ソフトウェ 

アを幅広く開発してまいりました。 

 

そのノウハウを結集した、進化する全天周デジタルプラネタ 

リウム「ステラドーム」は、今後も施設の皆さまのご要望を 

迅速に対応できる自社開発の利点を活かし、様々な機能を提 

供してまいります。 

 

発表では、ステラドームの進化と、簡単操作でスクリプト制作 

が可能な、学校や地域と連携を実現する番組エディタの紹介、 

導入館での運用事例をご紹介し、プラネタリウムの新しい形を 

提案させて頂きます。 

 

【番組エディタ】 
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五藤光学ＮＯＷ＜五藤光学の現在、そしてこれから＞ 

株式会社五藤光学研究所 黒沼佳一 

 

 星とともに、技術をもとに。 

 私たち、五藤光学研究所は、１９２６年の創業以来、 

一貫してモノづくりにこだわってきました。天体望遠鏡、

プラネタリウム、全天周映像、そしてデジタル映像に関す

る様々な技術に至るまで、私たちは、他者の真似のできな

い製品を時代の推移と共に生み出してきました。 

 この事業プレゼンテーションでは、こうした私たちのこ

こ 1年の成果や実績をご報告すると共に、これからの取り

組みについて、ご紹介させていただきます。 

 日本国内はもとより、海外における取り組みや実績、プ

ラネタリウム設備や関連設備は勿論のこと、私たちが制作

するプラネタリウム番組の最新作、そして、素材販売など、 

私たち、五藤光学の取り組みにご期待下さい。 
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「つなぐ」「つくる」「つたえる」活動から「届けてつなぐ」活動へ 

星空工房アルリシャ 高橋真理子 

 

 山梨県立科学館のプラネタリウムに 16年間携わったのちに、“独立”して、これまでの仕事の延長上とし

て、宇宙を「届けてつなぐ」活動をはじめました。届ける際のもっとも強力なツールとして、UniViewがあ

ります。外に出ることで、どんな人たちと出逢えるか、出逢った人たちからもらった言葉、そこで立ち上が

ったプロジェクトの様子などを交え、プラネタリウムの星空とスペースエンジンがもっているポテンシャル

をあらためて考えてみたいと思います。 

〇スタイル 

 暗くなるところがあれば、どこでも、というつもりで、時にはログハウスの天井にうつしたり、会議室の

白壁を大きなスクリーンにしたり。東京の夜景に浮かび上がるようなスクリーン設定、もちろん、体育館で

ふつうのスクリーンでも。一人で行なうこともありますが、Space Fantasy Live では、作曲家・ピアニス

トの小林真人とパーカッションの山本晶子とともに、音楽と映像と語りのコラボレーションライブも行なっ

ています。また「解説」というよりは、ワークショップスタイルをとっていることも多くあります。 

〇スペースエンジンの特徴を使って 

 小さい子どもたち向けに宇宙と戯れる時間や、ワークショップとして、宇宙ステーションに乗った気分で

地球上をひたすら周回、それらを見ながら人々が語りあい、表現しあう時間などを体験しています。そのこ

とで、あらためて、宇宙から自分を見つめる視点をそれぞれが持ち、その後の生活に「地球を俯瞰する視点」

が素直にはいってくるようになった、「子どもの目がかわった」「それまで親子で悩んでいたことから抜け出

せた」など、人々の生き方に多いにコミットできるツールであることを感じています。 
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ドームシアタープロジェクトのご案内 

株式会社リアルビズ 三好 心 

 

株式会社リアルビズはこの度、株式会社東京現像所様の協力の元、独自でドームシアタープロジェクトを

展開する事となりました。 

吸気式ドームスクリーンをはじめとした、各種ドームスクリーン、魚眼レンズ付きプロジェクター、非圧

縮連番再生映像再生サーバ、ドーム音響システム等、ドームシアターの構築をトータルでプロデュース致し

ます。 

また、カールツァイスプラネタリウム日本総代理店として各社様のご協力の元、日本国でのプラネタリウ

ムの普及を積極的に行なっていく所存でございます。 

どうぞ、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

http://dome-theater.com/ 
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ORIHALCON Technologies Works 2012-2013 

株式会社オリハルコンテクノロジーズ 高幣俊之 

 

2013 年 3 月に、ドーム映像再生ソフトウェア AMATERAS Media 

Player version 2.0を発表し、フリー版の配布も開始しました。

ドーム映像を誰にでもわかりやすく扱えるようにするべく開発

してきた本ソフトウェアですが、この新バージョンでは抜本的

な機能強化を行うことで、ドームシアターに必要とされる星空

以外のほぼすべてを補うことのできる総合ツールへと進化しま

した。近年 AMATERASは、屋外でのドームコンサートやアートイ

ベントでの活用、札幌雪まつりや科学館展示でのプロジェクシ

ョンマッピングへの応用と活躍の幅を広げています。 

 

スペースエンジン UNIVIEWは、昨年秋に平塚市博物館に追加導入され、既存システムをそのままに宇宙映像

の表現力を強化するというデジタルシステムならではの活用が始まりました。すべての導入館には最新の

UNIVIEW 1.5.6の提供が始まり、彗星や小惑星の接近、火星探査機や地球観測衛星からの最新データの追加、

現場のニーズにもとづいた機能向上が日々行われています。今年後半には津市の高輝度・高密度７Ｋデジタ

ルプラネタリウム、小松市の立体ドームシアターへの UNIVIEW導入が予定されています。またさらなる技術

革新に向けて、ＪＶＣの世界初８Ｋプロジェクターにも対応開発を行ってきました。 

今後とも弊社の取り組みにご注目ください。 
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コニカミノルタプラネタリウムの取り組み２０１２－２０１３ 

コニカミノルタプラネタリウム株式会社 藤掛曜平 

 

当社の昨年度の取り組みをご紹介します。 

国内の納入実績としては、MEDIAGLOBE－Ⅲが２件、つくばエキス

ポセンター様にデジタルプラネタリウムの更新で、SKAYMAX DS

Ⅱ―R2 を、姫路科学館様に、世界初導入となる統合型プラネタ

リウムシステム GEMINISTAR Ⅳ  HIMEJI（ LED 光源光学式 

INFINIUMα NEO＋SUPER MEDIAGLOBE－Ⅱ 4K）を、足立区こども

未来創造館様には、世界初導入の SUPER MEDIAGLOBE－Ⅱ 7Kを納

入させていただきました。 

海外の納入実績としては、米国 Vanderbilt Museum、カナダ

Planetarium Rio Tinto Alcan Museums nature de Montrealに

光学式 INFINIUM Sを納入しました。 

直営館では、昨年５月２２日にオープンしたコニカミノルタプラネタリウム“天空”in東京スカイツリータ

ウン®が５０万人以上の来場者におこしいただき、コニカミノルタプラネタリウム“満天”inサンシャイン

シティもオープン以来最高の来場者数を記録することができました。 

今年度も、新光学式プラネタリウムの開発をはじめ、様々な取り組みを行ってまいります。 

 

「お客様の想いを形に」コニカミノルタプラネタリウムのこれからにご期待下さい。 

 

姫路科学館 GEMINISTAR Ⅳ HIMEJI 


